
【感染症発生動向調査事業から】 
  
 
     

  

 
  

   

 

 

  

                                                                 

   

  

  

  
   

     

      
    

0

10

20

30

40

50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

人
（
定
点
当
た
り
）

週

令和4年
令和5年
令和6年

インフルエンザ発生状況
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感染性胃腸炎発生状況
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Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況

ＶＰＤとは、ワクチンで防ぐことができる感染症の総称です。ＶＰＤには、
定期予防接種の対象である「ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ」（４種混
合ワクチン）、「麻しん（はしか）・風しん」（ＭＲワクチン）等があります。特
に、麻しんや風しん、ポリオについてはワクチンの有効性が高く、接種を完了
することで、９８～９９％の方が感染を防ぐことができます。 

国内では、令和６年４月から、４種混合ワクチンにＨｉｂワクチンが追加さ
れた５種混合ワクチンが定期接種に導入されましたが、従来のワクチンも、５
種混合ワクチンも、接種を完了した場合の有効性は同等です。いずれも感染症
の発症を防ぐとともに、感染症に伴う髄膜炎等の発症も予防できますので、接
種対象者の方は母子健康手帳を確認の上、是非接種を御検討ください。 

今、何の病気が流行しているか！ 

第１４週報告数第１位 ワクチンで防ぐことができる感染症（ＶＰＤ）とは？ 

令和６年４月１日（月）～令和 6 年４月７日（日）〔令和６年第１４週〕の感染症発生状況 

第１４週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ２）インフルエンザ ３）感染性胃腸炎でした。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は４．０３人と前週（３．８１人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は３．８０人と前週（８．８５人）から減少しましたが、例年より高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．７６人と前週（３．１９人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

第１４週報告数第３位 

第１４週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和６年４月９日作成 （問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

対象者：接種日時点で川崎市に住民登録がある、生後２月

から生後９０月に至るまでの間にある者* 

＊すでに４種混合ワクチン及びＨｉｂワクチンの接種を 
開始している場合は、原則４種混合ワクチン及びＨｉｂ 
ワクチンで接種を完了してください。 

実施場所：市内の予防接種個別協力医療機関 

接種費用：無料 

標準的な接種スケジュール及び接種回数 
初回接種：生後２月から生後７月に至るまでに開始し、 

       ４週間から８週間までの間隔をおいて３回接種  
追加接種：初回接種終了後６月から１８月までの間隔を 

おいて１回接種         

５種混合ワクチンについて 
定期予防接種 
✓ロタウイルス感染症（ロタウイルスワクチン） 
✓肺炎球菌感染症（ＰＣＶ１５） 
✓Ｂ型肝炎（Ｂ型肝炎ワクチン） 
✓ジフテリア、百日咳、破傷風、ポリオ、Ｈｉｂ感染症 
（１期：ＤＰＴ－ＩＰＶ－Ｈｉｂ）（２期：ＤＴ） 
✓結核（ＢＣＧワクチン） 
✓麻しん・風しん（ＭＲワクチン） 
✓水痘（水痘ワクチン） 
✓日本脳炎（日本脳炎ワクチン） 
✓ヒトパピローマウイルス感染症（ＨＰＶワクチン） 

任意予防接種 
✓季節性インフルエンザ（インフルエンザワクチン） 
✓新型コロナウイルス感染症（新型コロナワクチン） 
✓流行性耳下腺炎（ムンプスワクチン）  

こんなにあります！～小児のＶＰＤとワクチン～ 

※申請方法等の詳細は川崎市ホームページを御確認ください。 


